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10月に入り、朝夕の風が心地よく、過ごしやすい季節となり 

ました。みなさん、元気に過ごしていますか？ 

10月は令和 7年度の折り返し地点。学年の半分が過ぎ、 

3年生にとっては中学校生活も残り半年となりました。時間の 

流れの早さを感じるとともに、今この瞬間を大切に過ごしてほ 

しいと思います。 

さて、秋といえば「読書の秋」「スポーツの秋」「勉強の秋」… 

まさに“実りの秋”です。集中して物事に取り組むにはぴったり 

の季節。須恵東中でも、さまざまな行事が行われています。 

先日、アザレアホールにて、九州交響楽団による『中学生の 

未来に贈るコンサート』が開催されました。オーケストラの演奏 

を間近で聴く機会はなかなかありませんが、みなさんはいかが 

でしたか？演奏された曲は、どれも親しみのある名曲ばかりで、 

楽しく心地よい時間を過ごせたのではないでしょうか。 

指揮者体験コーナーでは、代表として指揮をしてくれた 3人の皆さんが堂々 

とした姿を見せてくれました。とても素敵でしたね。 

私が特に感心したのは、東中生の演奏を聴く姿勢です。演奏中は真剣に耳を 

傾け、演奏が終わると大きな拍手を送る。そして指揮者の話には、楽しそうに反 

応する姿が見られました。演奏者と客席が一体となり、全員でコンサートを創り 

上げている・・・そんな印象を受けた素晴らしい時間でした。 

いよいよ、来週 17日は文化発表会です。合唱を披露する側だけでなく、聴く側の姿勢もまた、文化発表

会を創り上げる大切な要素です。須恵東中 398 人の思いがひとつになり、心に残る文化発表会となるよう、

みんなで力を合わせていきましょう。 

 

 

今週から、須恵東中では文化発表会に向けて、各クラスで合唱の練習が本格的に 

始まっています。これまで音楽の授業を中心に歌ってきた合唱を、これからはクラスごとに 

工夫を凝らしながら、自分たちらしい合唱へと創り上げていく段階です。 

合唱は、表現力や感性を磨くだけでなく、仲間と心をひとつにすることでクラスの団結力を高め、絆を深め

る貴重な機会です。ぜひ、みんなで力を合わせて、クラスの個性が光る合唱を完成させてほしいと思います。 

今年の文化発表会のテーマは 『No connection No impression ～須恵東中の良さって３９８色あん

ねん～』 です。このテーマには、「これまで積み重ねてきたクラスの絆や成長を生かし、仲間とつながって、そ

れぞれの個性あふれる、感動を生み出す文化発表会にしたい」という生徒会の思いが込められています。 

須恵東中の生徒 398人、一人ひとりの思いが合唱や展示作品に込められ、それがひとつになって文化

発表会を彩ります。みんなで心を込めて、須恵東中ならではの感動を創り上げていきましょう。 

 

 

 

 

 

岳城だより 
～校訓「自主」「創造」「友愛」～ 

実りの秋 オーケストラ コンサートを体験！  

 
行事予定 

合唱の取り組みが始まっています 

17日（金）文化発表会 

23日（木）幼児交流（3-1） 

25日（土）田んぼアート 

29 日（水）学力分析テスト（全

校） 

30日（木）英検 IBA（全校） 

9日（日）中文連発表会 

10日（月）8日の振替休日 

19日（水）幼児交流（3-2） 

20日（木）幼児交流（3-3） 

20日（木）生徒会役員改選 

2日（土）ぺったんフェア 

６～7日 定期考査③ 

8日（土）須恵町教育の日 

②授業参観（道徳） 

③3年生進路説明会  

 


